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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】各種形式のオートバイ用ヘルメットに取り付け
て携帯電話及びオートバイ後部座席の乗客と接続して会
話ができる両用通信装置であって、運転者が運転走行中
でも安全に携帯電話の電話を受けたり、後部座席の乗客
と相互に通話をしたりすることができ、ヘルメットの実
用性及び走行上の安全性を向上する、ヘルメット用通信
装置の提供。
【解決手段】ヘルメット用通信装置は主に第一通信装置
１０、第二通信装置２０及び切換回路装置３０から構成
され、オートバイ騎乗者がオートバイに乗るとき、運転
者は切換回路装置３０の制御により、第一通信装置１０
で有線またはブルートゥースの方式で携帯電話を受ける
か、第二通信装置２０により後部座席の乗客と対話をす
るかを選択できる。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
主に第一通信装置、第二通信装置及び切換回路装置から構成されたヘルメット用通信装置
であって、そのうち、前記第一通信装置はヘルメットの外側に固定され、音声処理回路、
電池電源回路、マイクロフォン、スピーカを含み、前記音声処理回路に音声処理チップが
設置され、前記音声処理チップの信号入力端と出力端に二組の接続ポートがそれぞれ接続
され、前記マイクロフォンがそのうち１つの信号入力接続ポートを介して前記音声処理チ
ップと導通され、前記スピーカがそのうち１つの信号出力ポートを介して前記音声処理チ
ップと導通され、前記電池電源回路が電池セットと接続コネクタを接続して成り、前記第
二通信装置は取り外し可能な形態でヘルメット後ろ側付近の外壁面に取り付けられ、その
殼体内にマイクロフォン、スピーカ及び接続コネクタが設置され、前記マイクロフォンと
スピーカは前記接続コネクタ上に接続された信号伝送ケーブルを介して前記第一通信装置
の別の信号入力接続ポート及び信号出力ポートと電気的に接続され、前記切換回路装置は
ヘルメット側辺の外側壁面に固定され、回路切換スイッチ及び接続コネクタを含み、前記
接続コネクタが１本の信号/電源ケーブルと１本の信号伝送ケーブルを介してそれぞれ第
一通信装置及び携帯電話と電気的に接続され、且つ前記切換回路装置の回路切換スイッチ
により第一通信装置内に設置された電池電源回路のオンまたはオフを制御し、オンのとき
、電池電源回路が音声処理回路と電気的接続を形成することを特徴とする、ヘルメット用
通信装置。　      
【請求項２】
前記第一通信装置と前記第二通信装置、前記切換回路装置に使用される前記信号伝送ケー
ブルと前記信号/電源ケーブルが、前記ヘルメット内に埋設されたことを特徴とする、請
求項１に記載のヘルメット用通信装置。
【請求項３】
前記切換回路装置が回路切換スイッチ及び接続コネクタで代替され、且つ前記第一通信装
置の殼体上に設置されたことを特徴とする、請求項１に記載のヘルメット用通信装置。　
     
【請求項４】
前記第一通信装置上に無線受信機を接続したことを特徴とする、請求項１に記載のヘルメ
ット用通信装置。
【請求項５】
前記第一通信装置のマイクロフォンとスピーカが、前記ヘルメットの内側に設置されたこ
とを特徴とする、請求項１に記載のヘルメット用通信装置。　      
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案はヘルメット用通信装置に関し、特に、ヘルメット内に携帯電話を接続可能な第
一通信装置が設置され、切換通信装置を介してオートバイ後部座席に接続し、対話を行う
ことができる、２つの機能を１つにした、ヘルメット用通信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現今の生活において、携帯電話はすでに民生の必需品となっており、使用と携帯の利便
性を備えているため、多くの使用者が往々にして運転時の使用の安全性を看過してしまい
がちであり、例えばオートバイに騎乗しているとき、片手で運転し、片手に携帯電話を持
って電話をしている場合など、運転に集中することができないだけでなく、不幸な交通事
故につながる恐れさえあり、また法律の関連規定にも違反することになる。このため、市
場には多くのハンズフリー携帯電話のツールが開発されており、最もよく利用されるのが
イヤホン及びマイクロフォンを携帯電話に接続し、ハンズフリーの携帯電話の通話装置と
するものである。
【０００３】
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　しかしながら、このようなケーブル材でマイクロフォンと片耳型のイヤホンを接続して
通話装置とするものは、使用時にオートバイの運転者がまずイヤホンを耳内に装着し、そ
の後ヘルメットをかぶって通信を行うが、不便であるだけでなく、前記イヤホンを耳の中
に挿入し、ヘルメットの押圧を受けると使用上非常に不快であり、同時に延伸された信号
ケーブルが直接外に露出され、風に吹かれて揺れ、外部の物に引っかかりやすく、走行の
安全に影響し、またイヤホンも外れてしまいやすい。このほか、通信品質の面や、ヘルメ
ットの着用が不便である等の問題があるのがその欠点となっている。
【０００４】
　また、オートバイ運転者がオートバイに乗るときはヘルメットをかぶる必要があるが、
後部座席に別の乗客を乗せている際、オートバイの走行時に話をしたいとき、話し声がヘ
ルメットの阻隔と走行時の風の流れに邪魔され、はっきりと相手に聞こえるように伝達す
ることができず、非常に不便であり、走行上の安全にも影響する。このため、上述の従来
のオートバイ用ハンズフリー携帯電話装置は研究改良の必要性がある。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　本考案の主な目的は、ヘルメットに取り付けて携帯電話及びオートバイ後部座席の乗客
と接続して会話ができる両用通信装置であって、便利に各種形式のオートバイ用ヘルメッ
ト上に取り付け、運転者が運転走行中でも安全に携帯電話の電話を受けたり、後部座席の
乗客と相互に通話をしたりすることができ、ヘルメットの実用性及び走行上の安全性を向
上する、ヘルメット用通信装置を提供することにある。
【０００６】
　本考案の別の目的は、ヘルメットに取り付け、携帯電話及び後部座席と通話ができる両
用通信装置であって、便利に各種市販のオートバイ用ヘルメット上に取り付けて使用する
ことができ、広範に使用可能で実用性と経済的価値を向上した、ヘルメット用通信装置を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本考案のヘルメット用の通信装置は、主に第一通信装置、第二通信装置及び切換回路装
置から構成され、組み合わせて使用するときは、第一通信装置、第二通信装置、切換回路
装置がそれぞれ市販のヘルメットの内側または外側の適切な箇所に取り付けられ、各信号
伝送ケーブル及び信号/電源ケーブルを介して第一通信装置、第二通信装置、切換回路装
置及び携帯電話等をそれぞれ電気的に接続し、切換回路装置中の回路切換スイッチがオフ
（OFF）の位置にあるとき、第一通信装置と携帯電話が接続され、且つ直接携帯電話が第
一通信装置の音声処理回路に必要な電力を提供し、携帯電話の電話を受けることができる
。反対に、切換回路装置がオン（ON）の位置にあるときは、第一通信装置の音声処理回路
と電池電源回路が電気的に接続され、このとき電池電源回路が音声処理回路に必要な電力
を提供し、第一通信装置と第二通信装置が接続されて相互に通話することができる。
【考案の効果】
【０００８】
　本考案のヘルメット用通信装置は、その実施により、次のようないくつかの利点がある
。
(1)                                                          
本考案の装置は、市販のヘルメット上に簡単に取り付けて使用することができ、ヘルメッ
トのメーカーや型式を問わず、独立して製造および販売を行うことができ、広範な使用と
製造および材料コスト低減の効果を備えている。
(2)                                                          
オートバイ運転者と後部座席の乗客間の通話においてヘルメットの阻隔を回避し、コミュ
ニケーションが困難であると言う欠点を回避することができる。
(3)                                                          
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オートバイの運転者と後部座席の乗客が対話を行うとき、後ろを振り返る必要なく、音声
をはっきりと後方に伝え、乗客も第二通信装置を介してはっきりと意思を伝えることがで
き、運転者が振る変えることで発生する危険性を効果的に減少することができる。
(4)                                                          
ハンズフリー方式で携帯電話の電話を受けることができ、走行時の安全を確約することが
できる。　　
【考案を実施するための最良の形態】
【０００９】
　まず図１、図２に示すように、本考案ヘルメット用通信装置は主に、第一通信装置１０
、第二通信装置２０及び切換回路装置３０から構成される。
【００１０】
　図１、図２、図３に示すように、第一通信装置１０はヘルメット５０の外部に設置され
、その殼体内に音声処理回路１１、電池電源回路１２、マイクロフォン１３、スピーカ１
４が設置され、音声処理回路１１が音声処理チップ１１１を備え、前記音声処理チップ１
１１の信号入力端及び出力端に二組の接続ポート１１２、１１３がそれぞれ接続され、マ
イクロフォン１３がそのうち１つの信号入力接続ポート１１２を介して音声処理チップ１
１１に導通され、スピーカ１４がそのうち１つの信号出力ポート１１３を介して音声処理
チップ１１１に導通される。電池電源回路１２は電池セット１２１と接続コネクタ１２２
が接続されて成る。前記マイクロフォン１３およびスピーカ１４はヘルメット５０の内部
に設置される。
【００１１】
　第二通信装置２０は取り外し可能な形態でヘルメット５０後ろ側付近の外壁面（固定時
は吸盤７０や両面テープを利用できる）に取り付けることができ、その殼体内にはマイク
ロフォン２１、スピーカ２２及び接続コネクタ２３が設置され、前記マイクロフォン２１
とスピーカ２２は接続コネクタ２３上に接続された信号伝送ケーブル４１を介して第一通
信装置１０中の別の信号入力接続ポート１１２及び信号出力ポート１１３に接続され、電
気的な接続が完了される。
【００１２】
　切換回路装置３０はヘルメット５０側辺の外側壁面に固定され、回路切換スイッチ３１
及び２つの接続コネクタ３２、３３を含み、前記接続コネクタ３２、３３に接続された１
本の信号/電源ケーブル４２と１本の信号伝送ケーブル４３を介してそれぞれ第一通信装
置１０及び携帯電話６０の間の電気的接続が完了され（図２参照）、且つ切換回路装置３
０の回路切換スイッチ３１により第一通信装置１０内に設置された電池電源回路１２のオ
ンまたはオフを制御することができる。回路切換スイッチ３１がオン（ON）のとき、電池
電源回路１２は音声処理回路１１と電気的接続を形成する。
【００１３】
　図２に本考案の最良の実施例を示す。運転者がオートバイに騎乗するとき、このヘルメ
ット５０をかぶり、且つ携帯電話６０の信号ケーブル４３を切換回路装置３０の対応する
接続コネクタ３３に挿入し、切換回路装置３０を介して信号/電源ケーブル４２からヘル
メット５０内に設置された第一通信装置１０に接続し、携帯電話６０と第一通信装置１０
の電気的接続が完了され、直接通話を行うことができる。
【００１４】
　上述の構造において、第一通信装置１０のマイクロフォン１３はヘルメット５０内壁面
の耳のそばに取り付けられているため、高速で走行しているとき風が直接マイクロフォン
１３に吹き付けるのを防ぎ、音声受け取り時の風による騒音の干渉を回避することができ
る。また、スピーカ１４もヘルメット５０内壁面の耳のそばに取り付けられており、また
音声再生回路上に出力増幅器を設置してもよく、それにより通話をよりはっきりさせるこ
とができる。第二通信装置２０は、隨時取り外せる形態で運転者のヘルメット５０後ろ側
の外壁面に取り付けられているため、後部座席の乗客と前の運転者間で通話を行うために
用いることができ、後部座席の乗客は隨時第二通信装置２０を取り外して手に持ったり、
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ヘルメット内に掛けたりして使用し、通話をよりはっきりさせることができる。
【００１５】
　図１、図２、図３、図４を参照する。そのうち、図４に本考案の各部材の電気的接続完
了後に発生する動作フロー図を示す。これらの図に示すように、切換回路装置３０の回路
切換スイッチ３１でオフ（OFF）位置を選択すると、第一通信装置１０が前記切換回路装
置３０を介して携帯電話６０とブルートゥースまたはケーブルで接続され、且つ直接携帯
電話６０から第一通信装置１０の音声処理回路１１に必要な電力が供給され、携帯電話の
電話を受けるという目的を達することができ、これにより運転者は携帯電話に着信がある
とハンズフリー方式で電話を受けることができ、走行時の安全性が向上される。反対に、
切換回路装置３０の回路切換スイッチ３１でオン（ON）の位置を選択すると、第一通信装
置１０の音声処理回路１１と電池電源回路１２が導通されて電気的接続を形成し、このと
き電池電源回路１２が音声処理回路１１に必要な電力を提供し、第一通信装置１０と第二
通信装置２０の間が接続されて通話可能な状態となり、運転者と後部座席乗客の通話とい
う目的を達することができる。このように、運転者と乗客間の対話ははっきりと相互に伝
達され、ヘルメットによって阻隔され、コミュニケーションが取りにくいという状況を回
避でき、この効果はオートバイ走行時に運転者と乗客間で自由な対話ができるだけでなく
、同時に運転者が会話のために何度も振り返ることに派生する危険の可能性を減少させる
こともできる。
【００１６】
　また、図２に示す構造において、信号伝送ケーブル４１と信号/電源ケーブル４２は実
施時に予めヘルメット５０の構造内に埋設したり、無線伝送方式で通話信号を伝送したり
することができ、また、第一通信装置１０、第二通信装置２０及び切換回路装置３０等の
３つの部材をヘルメット５０の構造上に一体成型して統合することもでき、これによりそ
の外観をより美しくすると共に、さらに本考案の実用性と経済的価値を増進することがで
きる。
【００１７】
　図５に示すように、本考案の構造の実施時は、そのうちの第一通信装置と切換回路装置
を一体として統合することもでき、即ち、第一通信装置１０の殼体上に別途回路切換スイ
ッチ１５及び接続コネクタ１６を設置し、前記回路切換スイッチ１５により第一通信装置
１０のオンまたはオフを制御し、接続コネクタ１６を利用して携帯電話６０の信号伝送ケ
ーブル４３を直接接続し、電気的接続を完了することができる。使用時には、前記回路切
換スイッチ１５がオフ（OFF）の位置にあるとき、第一通信装置１０は携帯電話６０と通
話を行うことができ、前記回路切換スイッチ１５がオン（ON）の位置にあるときは、第一
通信装置１０が第二通信装置２０と通話できるようになり、このとき携帯電話は接続でき
なくなる。さらに、図６の実施例に示すように、そのうち第一通信装置１０は前の実施例
中の接続コネクタ１６にさらに無線受信機１７（例：ブルートゥース受信機）を追加設置
しており、これにより本考案は無線伝送方式で携帯電話６０と接続し、使用することがで
きる。
【００１８】
　上述から分かるように、本考案の装置は切換回路装置を利用してヘルメット内の第一通
信装置を切換え接続し、直接運転者が携帯している携帯電話と接続することができ、また
、前記切換回路装置の切換で第一通信装置内の電池電源回路を制御し、ヘルメット後ろ側
に設置された第二通信装置の通話時に必要な電力を供給して、第一通信装置と第二通信装
置を接続し、運転者と後部座席の乗客の対話を可能にする効果があり、走行時の安全性を
効果的に維持することができる。
【００１９】
　上述をまとめると、本考案のヘルメットの通話装置は、その実施後、運転者が運転走行
中に安全に電話を受けたり、後部座席乗客との間で相互に通話をしたりすることができ、
ヘルメット的の応用性を向上するという目的を確実に達することができる。
【００２０】
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　以上の説明は、本考案の多くの実施例のうちの一つであるため、本考案の特許請求の範
囲はこれに限られず、本考案の構想を逸脱しない条件下で、各部材は関連技術領域の技術
者が理解できる類似または同等の部材と換えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本考案の立体分解図である。
【図２】本考案の立体図である。
【図３】本考案が携帯電話に接続されるときのフローを示すブロック図である。
【図４】本考案の第一通信装置、第二通信装置、切換回路装置の動作フローを示すブロッ
ク図である。
【図５】本考案の信号ケーブルを使用して携帯電話を接続した実施例の立体図である。
【図６】本考案のブルートゥースを使用して携帯電話を接続した実施例の立体図である。
【符号の説明】
【００２２】
１０　　　第一通信装置
２０　　　第二通信装置
３０　　　切換回路装置
５０　　　ヘルメット
１１　　　音声処理回路
１１１　　音声処理チップ
１１２、１１３　　接続ポート
１２　　　電池電源回路
１２１　　電池セット
１２２　　接続コネクタ
１３　　　マイクロフォン
１４　　　スピーカ
１５　　　回路切換スイッチ
１６　　　接続コネクタ
１７　　　無線受信機
２１　　　マイクロフォン
２２　　　スピーカ
２３　　　接続コネクタ
３１　　　回路切換スイッチ
３２、３３　　接続コネクタ
４１　　　信号伝送ケーブル
４２　　　信号/電源ケーブル
４３　　　信号伝送ケーブル
６０　　　携帯電話
７０　　　吸盤
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(8) JP 3142369 U 2008.6.12

【図５】 【図６】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

